
 

 

 

秋 桜 高等学校 

校長 浦田直樹 

 

令和 6年度 秋桜高等学校 学校評価 
 

１ 中期的目標 

１ 生徒一人ひとりとしっかり話し合い、各人の目標に応じた学習計画に従って指導する。 

（１）各人の目標に応じた学習計画に基づいて指導するために、各生徒に自らの興味や関心について意識させ、それぞれの目標を見定める機会を持つ。 

（２）目標に応じた学習計画を立てるための助言を行い、学習の動機付けや指導の指針とする。 

   

２ 基本的生活習慣の確立を図り、学校生活が心地よく過ごせるよう、全教職員で取り組む。 

（１）各行事における生徒と教職員、生徒同士の交流が貴重な機会という意識を持って臨む。 

（２）基本的生活習慣の確立を図るにあたって、計画的なレポート作成や授業受講および特別活動への参加等についての相談に応じる。 

（３）特別活動などを通じて人間関係形成の機会とし、家庭を含む生活習慣に関しても助言する。 

（４）学校生活が心地よく過ごせるような配慮として、交流に際しては、各生徒が心を開きやすく楽しい会話ができるような雰囲気を重視する。 

（５）校舎や教室の美化に務め、落ち着いた学習環境と交流の場を提供することに留意する。 

（６）生徒一人ひとりとしっかり話し合うために、生徒との面談や保護者を交えた懇談および授業を含む日常の学校生活の中での交流を行う。 

（７）いじめや暴力のない学校づくり、学習指導・教科指導の内容を、保護者懇談等で説明する。 

 

３ 教職員間の情報交換がしっかりできるよう工夫し、生徒一人ひとりを大切にした教育に全教職員で取り組む。 

（１）生徒一人ひとりを大切にした教育のために、全教職員で各人の事情を尊重し、肯定的態度で接しつつ、その折々の心情を把握することに努める。 

（２）職員会議等の機会のみならず、日常においての情報交換を行い、相談できる機会を持つ。 

（３）教職員間の情報交流がしっかりできるような工夫として、教育活動における諸々の課題を教職員が孤立して抱え込むことのないように協力する。 

 

【自己評価アンケートの結果と分析・学校評価委員会からの意見】 

自己評価アンケートの結果と分析［令和 7年４月実施分］ 学校評価委員会からの意見 

○生徒 

 別紙「生徒に対するアンケート」参照。 

○保護者 

 別紙「保護者に対するアンケート」参照。 

○教職員 

 別紙「本校教職員に対するアンケート」参照。 

 

【分析】 

 ・授業や各種行事等を含む日常の生徒との交流・指導および保護

者との懇談等をもとに、教職員は目標を理解しつつ活動してい 

る。 

 ・定期的、臨時的な会議および日常的な意見交換の場において確

認された教職員の認識によれば、重点目標について各教職員の

理解と協力が得られたと思われる。 

 ・前年度に引き続き上記のような取り組みを実行し、その結果は

当年度においても全般的に目標に沿った効果を見ることがで

きたと考えられる。 

 ・前年度と比較して大きく変わった取り組みとして、スキー・ス

ノーボード研修が挙げられる。コロナ禍で中断し、前年度に再

開の予定であったが参加希望者が少なく中止せざるを得なく

なったものである。経費が高額になる行事であることが参加者

が少なくなる理由の一つであることから、経費を抑えるため行

き先を鳥取県氷ノ山に変更することとなった。教職員での議論

を重ね、この宿泊行事が生徒同士、生徒と教員間の信頼関係を

強くし、その後の学校生活における安心感を大いに高めるもの

であることを確認し、実施できる最低人数を検討した。結果、

当日の参加者は２５名と少数ではあったが、ゲレンデでの励ま

しあいや病休者への気遣いなど、互いに思いあう気持ちがあふ

れる充実した３日間を過ごすことができた。 

学校評価委員会実施日：令和 7年 6月 20日（構成委員 6名） 

  

１ 自己評価の結果内容が適切かどうか 

   適切である（ ６ ）人・適切でない（ ０ ）人・わからない（ ０ ）人 

 

２ 自己評価の結果を踏まえた今後の改善方策が適切かどうか 

   適切である（ ６ ）人・適切でない（ ０ ）人・わからない（ ０ ）人 

 

３ 学校の重点目標や自己評価の評価項目等が適切かどうか 

   適切である（ ６ ）人・適切でない（ ０ ）人・わからない（ ０ ）人 

 

４ 学校運営の改善に向けた実際の取組が適切かどうか 

   適切である（ ６ ）人・適切でない（ ０ ）人・わからない（ ０ ）人 

 

【意見】 

・アンケート結果は概ねどの項目についても評価が上がっており、教職員間の定期

的・臨時的な会議及び日常的な意見交換によって常に目標を理解していること、

目標に基づいて授業や行事、懇談等における生徒や保護者との交流を丁寧に行っ

てきていることの成果であると考えられる。 

・保護者に対するアンケート項目の中で、一番肯定的な回答の数値が高かった 

 「懇談や進路指導などが丁寧に行われている」については、教職員全員が生徒な

らびに保護者も含めて、誰であっても「一人の人」として大切に思いながら対話

の機会を持つことで、各人の事情を丁寧に聞き取り把握し、進むべき道をともに

探ろうとしてきていることが、このような実感につながっているのではないかと

いう意見が出た。電話や LINE、対面での日常的なやり取りはもちろんのこと、

毎月の郵送物でのお知らせ、レポート課題に書かれているひとり一人への手紙

が、安心感を生んでいると考えられる。また、年に二回各家庭１時間枠でしっか

りと思いを聞く三者懇談などの時間も、本校ならではの取り組みとして浸透して

きており、家庭と学校の信頼関係を深めるものとして、受け入れられているので

はないかと考えられる。 

・日常的な生徒の清掃活動がない本校において、生徒に対する校内美化の意識付け

は課題の一つである。一方で、年に二回実施している大掃除では、行事の出席を

目的としての参加よりも、清掃活動をしたいという思いで主体的に参加する生徒

が増えている実感がある。自分たちが使う学校が清潔であってほしいという意識

が、生徒の中に高まっているように感じられる。アンケート項目「清掃が行き届

いている」の肯定的回答も、令和 4年：85.5％→令和 5年：87.6％→令和 6年

88.2％と年々上がってきている。 

 

 

 

 



 

 

２ 本年度の取組内容及び自己評価 

中
期
的 
目
標 

今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 
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ひ
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話
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じ
た
学
習
計
画
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（１）各人の目標に応

じた学習計画に基

づいて指導するた

めに、各生徒に自ら

の興味や関心につ

いて意識させ、それ

ぞれの目標を見定

める機会を持つ。 

 

（２）目標に応じた学

習計画を立てるた

めの助言を行い、学

習の動機付けや指

導の指針とする。 

 

 

 

 

 

・継続課題として前年度より「学校づくり、学

習・教科指導の充実についての保護者の認識」

については、引き続き取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（１） 

・自己評価（教職員）① 

「本校の教育理念および方針に基づいて校

務に取り組んでいる」の肯定的評価が

100％（前年度実績 100％）。 

・自己評価（教職員）② 

「時間割や開講科目等、教育カリキュラムを

工夫している」の肯定的評価が 100％（前

年度実績 100％）。 

・自己評価（教職員）④ 

「生徒が興味を持って参加できる授業にな

るように工夫している」の肯定的評価が

100％（前年度実績 100％）。 

・自己評価(教職員)⑤ 

「生徒の意欲を引き出す取り組みやすいレ

ポートとなるように工夫している」の肯定

的評価が 94.7％（前年度実績 100％）。 

・学校評価（生徒）① 

「授業に無理なく出席できるよう、時間割が

工夫されている」の肯定的評価が 93.0％

（前年度実績 89.5％）。 

・学校評価（生徒）③ 

「授業は、興味を持って参加しやすいように

工夫されている」の肯定的評価が 89.5％

（前年度実績 88.2％）。 

・学校評価（生徒）④ 

「レポートは、取り組みやすいように工夫さ

れている」の肯定的評価が 93.0％（前年

度実績 90.8％）。 

・学校評価（保護者）② 

「授業は、興味を持って参加しやすいように

工夫されている」の肯定的評価が 87.7％

（前年度実績 83.7％）。 

・学校評価（保護者）③ 

「レポートは、取り組みやすく生徒の意欲を

引き出すよう工夫されている」の肯定的評

価が 85.8％（前年度実績 85.0％）。 

 

（２） 

・自己評価（教職員）③ 

「生徒の状況に応じて学習のサポートをし

ている」の肯定的評価が 100％（前年度実

績 100％）。 

・学校評価（生徒）② 

「先生たちは、一人ひとりの状況に応じて学

習のサポートをしている」の肯定的評価が

93.0％（前年度実績 90.1％）。 

・学校評価（保護者）① 

「教員は、生徒一人ひとりの状況に応じて学

習のサポートをしている」の肯定的評価が

97.4％（前年度実績 94.0％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前年度のアンケート

結果と比較して、どの

項目についても肯定的

評価が上がっており、

学校運営、教育活動に

対し理解を得ていると

評価する。 

学校評価（生徒）①

「授業に無理なく出席

できるよう、時間割が

工夫されている」の肯

定的評価が 3.5％増加

していることについ

て、令和 5 年度に１年

生の入学者数が約 3 割

増加したことにより、

年度末に多くの生徒が

一つの教室に集まる状

況が生じた。それを踏

まえ、令和６年度は後

期の授業における教室

の展開数を増やしたこ

とにより、比較的ゆっ

たりと授業を受けるこ

とが可能になったから

だと分析できる。 

学校評価（生徒）③

「レポートは、取り組

みやすいように工夫さ

れている」の肯定的評

価が 2.2％増加、学校評

価（生徒）②「先生た

ちは、一人ひとりの状

況に応じて学習のサポ

ートをしている」の肯

定的評価が 2.9％増加

していることについ

て、日常的にレポート

に取り組む生徒の意欲

が上がってきている一

方で、令和５年度は実

技体育など複数の教員

が担当する授業の際、

出席せず、自主的にレ

ポートをする生徒の支

援に当たる教員の数が

不十分になる状況が生

じていた。その反省を

踏まえ、実技体育の授

業時には、教室に残っ

て生徒のレポート支援

にあたる教員を臨機応

変に決めたことによ

り、学習に取り組みや

すい環境を整えること

ができたためと考えら

れる。そのことが学校

評価（保護者）①③の

肯定的評価を増加させ

ることにもつながって

いると考えられる。 
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校
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活
が
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地
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ご
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う
、
全
教
職
員
で
取
り
組
む
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（１）各行事における

生徒と教職員、生徒

同士の交流が貴重

な機会という意識

を持って臨む。 

 

（２）基本的生活習慣

の確立を図るにあ

たって、計画的なレ

ポート作成や授業

受講および特別活

動への参加等につ

いての相談に応じ

る。 

 

（３）特別活動などを

通じて人間関係形

成の機会とし、家庭

を含む生活習慣に

関しても助言する。 

 

（４）学校生活が心地

よく過ごせるよう

な配慮として、交流

に際しては、各生徒

が心を開きやすく

楽しい会話ができ

るような雰囲気を

重視する。 

 

（５）校舎や教室の美

化に務め、落ち着い

た学習環境と交流

の場を提供するこ

とに留意する。 

 

（６）生徒一人ひとり

としっかり話し合

うために、生徒との

面談や保護者を交

えた懇談および授

業を含む日常の学

校生活の中での交

流を行う。 

 

（７）いじめや暴力の

ない学校づくり、学

習指導・教科指導の

内容を、保護者懇談

等で説明する。 

・継続課題として前年度より「宿泊研修等の特

別活動への有意義な参加についての生徒の認

識」については、引き続き取り組む。 

 

・特別活動については、活動内容の企画・立案

や生徒参加の留意点等について、慣例的・固

定的なものにこだわることなく、充実したも

のとなるよう努める。 

 

・何よりも「楽しい学校」であるべく工夫し、

各生徒が自らも他からも肯定されることから

始めることによって、自信と将来への希望を

育むことに心がける。 

 

・教育方針や生徒指導等に関しては、懇談の機

会を重視しながら、教育内容に関する各種通

信文書、「いじめ防止基本方針」のＨＰ掲載等

を活用しつつ保護者への周知を進める。 

 

（１） 
・自己評価（教職員）⑥ 
「生徒が楽しくいきいきと参加できる学校
行事となるよう考えている」の肯定的評価
が 100％（前年度実績 100％）。 
・学校評価（生徒）⑤ 
「特別活動（学校行事）は、楽しくいきいき
と参加できるものになっている」の肯定的
評価が 84.7％（前年度実績 84.6％）。 
・学校評価（保護者）④ 
「学校行事は、生徒が楽しく参加できるよう
考えられている」の肯定的評価が 94.9％
（前年度実績 91.0％）。 

 
（２） 
・自己評価（教職員）⑦ 
「どの学校行事にも生徒が参加しやすいよ
う丁寧に働きかけている」の肯定的評価が
94.7％（前年度実績 100％）。 

 
（３） 
・自己評価（教職員）⑧ 
「生徒の基本的生活習慣の確立につながる
よう学校生活や行事の中で支援している」
の肯定的評価が 94.7％（前年度実績
100％）。 

 
（４） 
・自己評価（教職員）⑨ 
「生徒同士がつながり、学校生活が心地よく
過ごせるよう環境づくりを工夫している」
の肯定的評価が 89.4％（前年度実績
95.0％）。 

 
（５） 
・自己評価（教職員）⑩ 
「校舎や教室の美化に努めている」の肯定的
評価が 94.7％（前年度実績 100％）。 
・学校評価（生徒）⑥ 
「教職員は、安心して過ごせる学校となるよ
うに取り組んでいる」の肯定的評価が
93.7％（前年度実績 90.1％）。 
・学校評価（生徒）⑦ 
「清掃が行き届いている」の肯定的評価が

88.2％（前年度実績 87.6％）。 
・学校評価（保護者）⑤ 
「教職員は、安心して過ごせる学校となるよ
う取り組んでいる」の肯定的評価が
96.1％（前年度実績 95.2％）。 
・学校評価（保護者）⑥ 
「清掃が行き届いている」の肯定的評価が

87.1％（前年度実績 84.9％）。 
 
（６） 
・自己評価（教職員）⑪ 
「生徒ならびに保護者に対して、丁寧に進路
相談や懇談を行っている」の肯定的評価が
94.7％（前年度実績 100％）。 
・学校評価（生徒）⑧ 
「先生たちは、一人ひとりの進路について丁
寧に相談にのっている」の肯定的評価が
81.2％（前年度実績 82.1％）。 
・学校評価（保護者）⑦ 
「懇談や進路相談などが丁寧におこなわれ
ている」の肯定的評価が 98.8％（前年度
実績 94.0％）。 

 
（７） 
・自己評価（教職員）⑫ 
「生徒ならびに保護者に対して、丁寧に情報
を発信している」の肯定的評価が 100％
（前年度実績 100％）。 
・学校評価（生徒）⑨ 
「教職員は、郵送や電話などを通して丁寧に
連絡をしている」の肯定的評価が 94.4％
（前年度実績 94.4％）。 

 
・学校評価（保護者）⑧ 
「学習計画が立てられるよう、郵送や電話で
の連絡が丁寧におこなわれている」の肯定
的評価が 96.８％（前年度実績 96.4％）。 

 

 

学校評価（生徒）⑤「特

別活動（学校行事）は、

楽しくいきいきと参加

できるものになってい

る」の肯定的評価は横ば

いだが、令和 4年度から

の 7.2％という大幅増が

維持されている。それ

は、コロナ禍も過ぎ各種

行事を従来通り実施で

きるようになり、生徒一

人ひとりが学校行事を

自由に選んで参加し、楽

しむことができている

状況が維持されている

と考えられる。特に「ス

ノーボード研修」につい

ては、令和５年度に参加

費を値上げして4年ぶり

の実施に踏み切ったが、

参加希望者が十分集ま

らず、中止を余儀なくさ

れた。この反省を踏ま

え、令和６年度は行き先

を石川県から鳥取県に

変更し、経費を可能な限

り抑えて計画し、何とか

実施することができた。

この時の参加者は、３年

生が多く卒業している

ため、今回のアンケート

結果に大きく影響して

いるわけではないが、ス

ノーボード研修という

宿泊行事が再開された

という実績は、在校生や

保護者に肯定的に受け

止められているものと

考えられる。 

学校評価（保護者）④

「学校行事は、生徒が楽

しく参加できるよう考

えられている」の肯定的

評価が 3.9％増加してい

ることについて、宿泊行

事を申し込む前に実施

している事前説明会、参

加を決めた生徒が集ま

る準備活動日や参加者

説明会など、時間を重ね

た上で臨む宿泊行事の

あり方や、日帰りのハイ

キングであっても参加

するにあたっての思い

の確認を行ったうえで

実施するといった丁寧

な行事づくりが、一定伝

わっているものと考え

られる。 

学校評価（生徒）⑧「先

生たちは、一人ひとりの

進路について丁寧に相

談にのっている」の肯定

的評価が 0.9％減少して

いることについて、アン

ケートの時期が４月で

進路決定をして卒業し

た生徒の意見が反映さ

れていないということ

と、進路について考え始

める時期が前倒しにな

っている近年において、

特に２年生が年度末試

験後から新年度が始ま

るまでの間に、不安を抱

えて過ごしていること

の表れではないかと考

えられる。春休み期間中

も生徒とのやり取りの

中で、適切な情報を提供

できるように努めるも

のとする。 



 

 

３ 

教
職
員
間
の
情
報
交
換
が
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
教
育
に
全
教
職
員
で
取
り
組
む
。 

（１）生徒一人ひとり

を大切にした教育

のために、全教職員

で各人の事情を尊

重し、肯定的態度で

接しつつ、その折々

の心情を把握する

ことに努める。 

 

（２）職員会議等の機

会のみ 

ならず、日常において

の情報交換を行い、

相談できる機会を

持つ。 

 

（３）教職員間の情報

がしっかりできる

ような工夫として、

教育活動における

諸々の課題を教職

員が孤立して抱え

込むことのないよ

うに協力する。 

・継続課題として前年度より「各教職員間の情

報伝達」については、引き続き取り組む。 

 

・各教職員間においては、適切な個人情報の保

護に配慮しつつ、できるだけ開放的な情報環

境の構築に努め、各種行事の内容・日程およ

び校務運営全般の企画・調整、教育課程検討、

生徒指導指針、人権教育をはじめとする各種

研修、進路指導、カウンセリング、広報活動

等の校務分掌各部の分担業務について、教職

員間での連携・協力を奨励する。 

（１） 

・自己評価（教職員）⑬ 

「生徒とのコミュニケーションを大切にし

た指導を行っている」の肯定的評価が

100％（前年度実績 100％）。 

・学校評価（生徒）⑩ 

「先生たちは、生徒とのコミュニケーション

を大切にした指導をおこなっている」の肯

定的評価が 93.7％（前年度実績 91.3％）。 

・学校評価（生徒）⑪ 

「教職員は、生徒が相談しやすい関係づくり 

を心がけている」の肯定的評価が 91.6％

（前年度実績 92.6％）。 

・学校評価（生徒）⑫ 

「この学校に入学してよかったと思う」の肯

定的評価が 92.3％（前年度実績 92.6％）。 

・学校評価（保護者）⑨ 

「教員は、生徒とのコミュニケーションを大

切にした指導をおこなっている」の肯定的

評価が 97.5％（前年度実績 94.6％）。 

・学校評価（保護者）⑩ 

「教職員は、生徒や保護者が相談しやすい関 

係づくりを心がけている」の肯定的評価が

97.5％（前年度実績 95.7％）。 

・学校評価（保護者）⑪ 

「校風・雰囲気がよい」の肯定的評価が

94.2％（前年度実績 89.8％）。 

・学校評価（保護者）⑫ 

「この学校に入学させてよかったと思う」の

肯定的評価が 97.5％（前年度実績

97.6％）。 

 

（２） 

・自己評価（教職員）⑭ 

「学校生活上で問題が起こった場合、その都 

度全員で話し合い、対応している」の肯定 

的評価が 100％（前年度実績 100％）。 

・自己評価（教職員）⑮ 

「生徒についての情報を丁寧に交流し、各個

人に応じた指導を行っている」の肯定的評

価が 100％（前年度実績 100％）。 

・自己評価（教職員）⑯ 

「職員会議やその他の会議等は、誰もが発言

できる機会となっている」の肯定的評価が

89.5％（前年度実績 100％）。 

 

（３） 

・自己評価（教職員）⑰ 

「教職員の資質向上につながるような研修の 

 機会を設けている」の肯定的評価が 100％ 

 （前年度実績 100％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校評価（生徒）⑩

「先生たちは、生徒と

のコミュニケーショ

ンを大切にした指導

をおこなっている」の

肯定的評価が 2.4％増

加している。一方で⑪

「教職員は、生徒が相

談しやすい関係づく

りを心がけている」、

⑫「この学校に入学し

てよかったと思う」の

肯定的評価はわずか

に減少している。生徒

が登校してきた際の

声かけや日常的な連

絡などのやり取り、月

に一度の郵送物に入

れる個別の手紙、提出

されたレポート課題

へのコメントなど生

徒に対する関わりが

ひとり一人に届いて

いることの表れであ

ると考えられる。しか

し、生徒数が増えてい

ること、また年度当初

に教員が退職し欠員

したままの一年だっ

たことなども重なり、

いつでも話ができ相

談を聞いてもらえる

といった余裕が持ち

づらい状況が生まれ

ていたと考えられる。 

一方で学校評価（保

護者）⑨「教員は、生

徒とのコミュニケー

ションを大切にした

指導をおこなってい

る」⑩「教職員は、生

徒や保護者が相談し

やすい関係づくりを

心がけている」の肯定

的評価はいずれも増

加していることから、

本校教職員が日常的

に生徒とのコミュニ

ケーションを大切に

した指導を行ってい

ることは保護者にも

十分伝わっており、安

心を感じていただい

ていることがうかが

える。 

学校評価⑪（保護

者）「校風・雰囲気が

よい」についての肯定

的評価が令和５年度

は大きく減少してい

たが、令和６年度は大

きく増加している。多

種多様な生徒がその

子なりの過ごし方で

学校生活を送ってい

る様子を見て、表面的

に評価するのではな

く、生徒一人ひとりを

大切にする本校の教

育理念を理解したう

えで、評価してくださ

っているものと考え

られる。 

 


